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Hyogo Performing Arts Center Opera 2022
Yutaka Sado, Artistic Director

Music by Giacomo Puccini
Libretto by Giuseppe Giacosa and Luigi Illica
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―佐渡 裕

　2020年に中止を決断してから2年、奇跡的にその時と同じキャストとスタッフが再び集まり「ラ・ボエーム」を
上演します。イタリアでのオーディションで選ばれた才能ある若手に加え、日本を代表する、また世界で活躍
する日本人歌手が再集結し、これ以上ないキャスティングで上演できることをとてもうれしく思っています。
　この「ラ・ボエーム」はオペラの醍醐味が詰まった作品です。ソリストの歌の力はもちろん、アンサンブルも
非常に重要ですし、パリに雪がしんしんと降る様子、登場人物たちの心情や状況がオーケストラで表され、
衣裳、装置、照明などが一つになって進行する、まさに総合芸術といえるでしょう。だからこそ、私たちを
一瞬にしてパリへ、そして物語の世界へ連れて行ってくれるのです。
　登場するのは、パリの学生街、カルチェラタンに住む、貧しくも夢がある若者たち。そんな中で対照的な
二つの恋がはじまります。一つは相手を思いやるがあまり、うまくいかない恋、もう一方は好きだけれど
喧嘩ばかりしてしまう恋。最後は悲しい運命が待っていますが、ラブ・ストーリーとして秀逸です。
　コロナ禍で過ごした期間、誰にとっても変化があった、変化せざるを得なかったと思います。その間に、
世界中から兵庫に集まってくる様々な想いが蓄積されているのではないでしょうか。今回の上演では、
そんな皆の想いが良い意味で何か変化をもたらすのではないかと思っています。ぜひ楽しみにしていて
ください。
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＜チケットご購入のお客様へお願い＞新型コロナウイルス感染予防対策にご協力をお願いします。
※芸術文化センターでのご購入時には、来場者情報把握のため、先行予約会員（無料）へのご登録をお願いしております。なお、お一人様2枚までと
させていただきます。※入場者数を制限して販売する場合があります。※37.5℃以上の発熱がある方は入場をお断りさせていただきます。※マスクを
着用されない方はご入場いただけません。（マウスシールド不可）※感染の再拡大等により、公演の中止や、出演者、公演内容、座席配置等が変更と
なる場合がございます。

ご来場前にウェブサイト掲
載の〈当センターをご利用
のお客様へ〉をご確認いた
だきますようお願いします




